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第１章 青森市歴史文化基本構想について 

 

１．構想策定の目的 
青森市は、縄文時代の三内丸山遺跡に代表されるように、豊かで暮らしやすい「北のま

ほろば」として、陸奥湾や八甲田山系などの自然環境の恩恵を受けながら、歴史や文化が

育まれてきた。 

市内には、縄文時代から中世まで 400 ヶ所をこえる遺跡が所在しており、近年の発掘調

査により、当時の人々の生活の様子がわかる資料が数多く発見されている。 

近世以降では、藩政時代に、港の開港とともに計画的にまちづくりが行われ、港を中心

とした交通や流通、人々が営んできた生活・生業など、特色ある歴史文化が育まれ、先人

の不屈の精神とひたむきな郷土愛により、今日の「青森市」へと発展してきた。 

その歴史的な過程の中で、昭和 20年の大空襲で壊滅的な被害を受けたものの、現在もな

お数多くの文化財が現在までに伝えられている。 

本市には、三内丸山遺跡をはじめ、小牧野遺跡・高屋敷館遺跡・浪岡城跡といった重要

な史跡、遺跡から出土した数多くの遺物、ねぶた祭りや獅子踊等の無形民俗文化財、この

ほか本市の地域性や生活に密接に結びつく文化財や産業に関わる文化財が豊富に存在する。 

このような文化財などの「歴史文化資源」は、本市の歴史や文化の理解に欠くことので

きない貴重な財産である。 

近年では、全国的に過疎化や少子高齢化に伴う人口減少が進行しており、本市において

も同様の傾向が続くことが見込まれ、長い歴史の中で伝えられてきた貴重な歴史文化資源

を、次世代に継承していくことが困難になりつつある。これらの課題に対しては、地域社

会全体で保護・継承を考えていく必要があり、そのためには文化財を積極的に活用するこ

とで保護意識の醸成を図り、地域の歴史文化資源をより身近に感じてもらう機会の創出が

重要となる。 

 このような状況を踏まえ本市に点在する歴史文化資源を有機的に結びつけながら、歴史

に関する学習機会のより一層の充実と、歴史をテーマとした誘客促進を図り、歴史文化資

源を総合的に保存・活用することを目的に “青森市歴史文化基本構想～「まほろば歴史の

道」ネットワーク～”を策定することとした。 
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２．歴史文化基本構想の必要性と期待される効果 

 文化財は、人々の長い歴史の中で育まれ、今日の世代に守り伝えられてきた貴重な財産

である。このような文化財は、地域の歴史や自然環境の中で、人々の営みと深く関わりな

がら、有機的な繋がりをもって成立している。このことから、文化財を後世に継承してい

くためには、個々の文化財の歴史的価値を的確に把握し、展示施設をはじめとする文化財

関連施設や自然環境も考慮しながら、魅力的な形でわかりやすく後世に伝えていくことが

重要である。そして、その課題に応えるための具体的な方策が「歴史文化基本構想」であ

る。 

この歴史文化基本構想は、地域に存在する文化財を、指定・未指定にかかわらず幅広く

捉えて、総合的に保存・活用するための構想であり、本構想を策定し、推進することによ

り、社会全体として文化財を保護するという気運の醸成、文化財を核とした地域の魅力の

増進、地域の活性化といった効果が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歴史文化基本構想に関する国の動き】 

文部科学省に設置された文化審議会文化財分科会企画調査会により、歴史文化資源を総合

的に保存・活用していくための「歴史文化基本構想」策定の重要性が平成 19 年 10 月に提言

された。この提言を受け文化庁では、平成 20～22 年度まで全国 23 市町村において「歴史文

化基本構想」を策定するモデル事業を実施し、その後、平成 24年 2月に「歴史文化基本構想

策定技術指針」をまとめ、各地方公共団体における「歴史文化基本構想」策定の促進を図っ

ている。 

なお、「歴史文化基本構想策定技術指針」は、文化庁のホームページで公開している。 
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計
画

第１章
市民とともに築く　市
民のため自立したまち

第２章
健やかで心安らぎ　人
と人がつながり支えあ
うまち

　第３章　人々が集い
活気にあふれ　地域に
根ざした産業が躍動す
るまち

第４章　歴史と文化を
受け継ぎ　未来を想像
する人を育むまち

第６章　空・海・陸の
道で行き交う　雪に強
く住みよい美しいまち

第５章
自然をまもり親しみ
安全で暮らしやすいま
ち

第１節　農林水産業の振興

第２節　農林水基盤の維持・保全

第３節　商工業の振興

第４節　雇用機会の拡大

第５節　観光の振興

第１節　学校教育の充実

第２節　社会教育・生涯学習の推進

第３節　文化・芸術の推進

第４節　スポーツ・レクリエーションの推

第１節　拠点の形成

第２節　土地利用・都市景観の形成

第３節　快適な居住環境の確保

第４節　広域・都市内交通網の充実

青森市歴史文化基本構想
～「まほろば歴史の道」ネットワーク～

第２項　観光資源の充実
第３項　受入態勢の充実

第２項　郷土の文化資産
の活用・継承
第３項　文化財の保存・
発信

第２項　都市内公共交通
の充実

【関連計画】
青森市教育振興計画（策定中）

史跡小牧野遺跡保存管理計画（平成２４年）

アートで音楽のあるまちづくり方針（平成２４年）

青森市総合都市交通戦略（平成２１年）

３．構想の位置付け 

 本構想は、本市の歴史文化資源の適切な保存と有機的な活用に関する総合的な指針とし

て定めるものである。 

 そのため、本構想は、『青森市新総合計画－元気都市あおもり 市民ビジョン－前期基本

計画』（以下、「新総合計画」という。）に掲げる施策の方向性を踏まえつつ、関連する各種

計画との整合を図り、策定するものである。 

 あわせて、同様の趣旨で国が推進している「歴史文化基本構想」として策定するもので

ある。 

【図 1 構想の位置付け】 
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４．構想の基本方針 
 歴史文化資源の総合的な保存・活用の推進のためには、文化財保護制度による各種施策

はもとより、新総合計画との整合を図りながら、一貫性をもった方針のもと実施すること

が重要である。 

このため本構想では、新総合計画の体系のうち、「第３章第５節 観光の振興」、「第４章

第３節 文化・芸術の推進」、「第６章第４節 広域・都市交通網の充実」と密接に関連す

ることから、新総合計画に掲げるそれぞれの政策の基本方向をもって、本構想の基本方針

とする。 

第４章第３節 文化・芸術の推進 

 市民誰もが文化・芸術を気軽に鑑賞できるとと

もに、創作活動に取り組みやすい環境づくりを進

めるほか、指導者の確保を図り、本市の文化・芸

術の活性化を推進します。 

郷土の文化資産や文化財を積極的にまちづくり

へ活用しながら、次の世代へ継承します。 

第３章第５節 観光の振興 

 観光地としての魅力を高めるため、拠点機能を

活かした県内や道南地域などとの広域観光や、自

然、歴史、文化、食などの地域特性を活かした観

光資源の充実を図るとともに、ホスピタリティの

向上などを通じた受入態勢の強化に取り組むほ

か、旅行者のニーズに対応した誘客活動などに努

め、戦略的な観光振興を推進します。 

第６章第４節 広域・都市交通網の充実 

 新幹線、高速道路などの高速交通網をはじめ、

道路、鉄道、空港、港湾それぞれの機能充実と連

携強化を進めるとともに、鉄道と路線バスの利便

性向上や連携強化などを通じ、中心市街地地区を

はじめとする都市拠点、駅などの交通拠点、日常

生活拠点を円滑に移動することができる環境づく

りを進めます。 

青森市新総合計画における基本方向 

受入態勢の強化に取り組むほか、旅

行者のニーズに対応した誘客活動

などに努め、戦略的な観光振興を推

進する。 

郷土の文化資産や文化財を積極的に

まちづくりへ活用しながら、次の世

代へ継承する。 

中心市街地地区をはじめとする都

市拠点、駅などの交通拠点、日常生

活拠点を円滑に移動することがで

きる環境づくりを進める。 

 

本構想における基本方針 

【図 2 構想の基本方針】 
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５．構想の計画期間 

 本構想の計画期間は、新総合計画 前期基本計画の計画期間である平成 27年度までとす

る。 

なお、本構想は、後期基本計画策定時に見直しを行うものとする。 

 

 

６．構想策定の経緯 
 本構想の策定に当たっては、平成 25 年 9 月 12 日に「まほろば歴史の道」ネットワーク

構想会議を設置（資料編参照）し、検討を進めたものである。 

 同年 10 月 17 日の第 1 回検討会議の後、幹事会での検討と文化庁が定めた『歴史文化基

本構想策定技術方針』を基に策定作業を進め、平成 26 年 2 月 10 日の同検討会議でとりま

とめ、同年 2月 12日に庁議で決定したものである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【三内丸山遺跡】  
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第２章 本市の歴史文化資源 

 

本構想では、歴史文化資源について、表 1～7のように国や県・市によって指定された文

化財、これらの理解を促進するための展示施設、民俗芸能保存団体、本市にゆかりのある

人や土地に関する資料、中世城館跡など地域に存在する資源を幅広く文化財と捉えており、

ここに挙げているもの以外にも 400ヶ所をこえる遺跡（資料編 表 1）や景観、社寺、神社、

石造物、伝説など多岐にわたる。また、歴史文化財をテーマとしたアート作品やそれらを

展示する場所（資料編 表 2）も、広く活用を図るうえで有効である。 

このような文化財を適切に保存・活用するためには、地域に存在する文化財を総合的に

把握する必要があり、今後も文化財の把握に努め、資料の充実を図ることとする。 

 

 

１．指定文化財（77件） 
青森市内の指定文化財の特徴としては、国・県・市指定を通じて縄文時代の出土遺物が

多くみられるが、中には他市町村の遺跡から発見されたものもある。また、市指定の中に

は天然記念物として指定された樹木も割合多い。 

（１）国指定文化財（15件） 

【表 1 国指定文化財一覧】  
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No.
区
分

所 有 者 等 所 在 地

1 壷形土器 1個 昭 49. 6. 8 個　人 ―

2 青森県宇鉄遺跡出土品 559箇 平  3. 6. 21 青森県

3 青森県大石平遺跡出土品 198箇 7. 6. 15 　〃

4 青森県三内丸山遺跡出土
品 1,958点 15. 5. 29 　〃

5 泊のまるきぶね 1隻 昭 38. 5. 15 青森県
青森市本町二丁
目（青森県立郷
土館）

6 津軽・南部のさしこ着物 786点 58. 4. 13 個　人 ―

7
津軽海峡及び周辺地域の
ムダマハギ型漁船コレク
ション

67隻 平 9. 12. 15
（財）みちのく
北方漁船博物館
財団

青森市沖館二丁
目

8 青森のねぶた ― 昭 55. 1. 28 青森ねぶた祭
保存会

―

9 岩木山の登拝行事 ― 59. 1. 21 お山参詣保存
会

―

10 特別史跡 三内丸山遺跡 ― 平 12. 11. 24 青森県 青森市三内字丸
山

11 浪岡城跡 ― 昭 15. 2. 10 青森市ほか 青森市浪岡大字
浪岡

12 小牧野遺跡 ― 平 7. 3. 17 青森市ほか
青森大字野沢字
小牧野

13 高屋敷館遺跡 ― 13. 1. 29 青森市
青森市浪岡高屋
敷

14
登
録

青森県立郷土館（旧青森
銀行支店） 1棟 平 16. 3. 4 青森県 青森市本町二丁目（青

森県立郷土館）

15
選
択 郁田流筝曲 昭 55. 4. 4 個　人 ―

名 称 及 び 員 数

記録作成等の措置を講
ずべき無形文化財

登録有形文化財
（建造物）

※カモシカ及びハクチョウ（浅虫・久栗坂地域）は特別天然記念物に指定。

指定等年月日種 別

指
定

有
形
文
化
財

重要文化
財

民
俗
文
化
財

記
念
物

青森市本町二丁
目（青森県立郷
土館）

重要有形
民俗文化
財

重要無形
民俗文化
財

史跡



 

（２）県指定文化財（30件） 

【表 2 県指定文化財一覧】  

No. 所 有 者 等 所 在 地

1 石棒 1個 昭 30. 1. 7 個　人 ―

2 棟札 1枚 30. 1. 7 　〃 ―

3 縄文式尖底土器 1個 31. 5. 14
県立名久井農
業高校

4 亀ヶ岡式壷形丹漆塗土器 1個 31. 5. 14 青森県

5 縄文式土偶 1個 31. 5. 14 　〃

6 古瀬戸瓶子 1個 31. 5. 14 個　人 ―

7 亀ヶ岡式壷形彩色土器 1個 31. 5. 14 　〃 ―

8 亀ヶ岡式壷形羽状縄文土
器

1個 31. 5. 14 　〃 ―

9 亀ヶ岡式浅鉢形台付土器 1個 31. 5. 14 　〃 ―

10 木彫阿弥陀如来立像 1躯 32. 1. 11 当古寺
青森市大字野内
字菊川

11 世界地図屏風 1隻 33. 1. 22 個　人 ―

12 縄文式注口土器 1個 36. 1. 14 青森県

13 漆塗壷形土器 1箇 37. 3. 13 　〃

14 勾玉 1箇 37. 3. 13 　〃

15
日本刀　無銘（伝備中古
青江貞次作）

1口 37. 11. 16 　〃 ―

16
亀ヶ岡遺跡出土品（風韻
堂） 60点 52. 7. 21 　〃

17 縄文土器（狩猟文土器） 1点 平 2. 3. 16 　〃

18 円空作木造観音菩薩坐像 1躯 2. 8. 3 西光院
青森市浪岡北中
野字天王

19 円空作木造観音菩薩坐像 1躯 9. 5. 14 元光寺
青森市浪岡大字
大釈迦字山田

木造舞楽面 9面

木造能面 1面

21 旧坪田家住宅 1棟 14. 11. 18 青森市
青森市浪岡字岡
田

22
細隆起線文尖底深鉢形土
器

1点 15. 4. 14 青森県

23
陸奥国津軽郡之絵図（正
保国絵図写）

1鋪 23. 4. 6 青森県

24
鹿角製櫛（二ツ森貝塚出
土）

1点 25. 4. 17 青森県

25
人物線刻石冠（近野遺跡
出土）

1点 25. 4. 17 青森県

26 ※ 津軽箏曲郁田流 昭 56. 9. 26 個　人 ―

27
南部地方の紡織用具及び
麻布

520点 59. 7. 28 　〃 ―

28 青森の刺しこ着 1,014点 平 12. 1. 19 青森市 青森市大字戸門
字山部

29 高田獅子（鹿）踊 昭 36. 1. 14
高田獅子踊保
存会

―

30 吉野田獅子（鹿）踊 36. 1. 14 吉野田獅子踊
保存会

―

20

※印は、無形文化財

11. 1. 22

民
俗
文
化
財

県技芸

大星神社

有
形
文
化
財

名 称 及 び 員 数

県無形
民俗文化財

青森市本町二丁
目（青森県立郷
土館）

青森市本町二丁
目（青森県立郷
土館）

青森市本町二丁
目（青森県立郷
土館）

青森市大字新城
字天田内（青森
県埋蔵文化財調
査センター）

県重宝

青森市本町二丁
目（青森県立郷
土館）

青森市問屋町一
丁目

県有形
民俗文化財

種 別 指定等年月日

7 



 

（３）市指定文化財（32件） 
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No. 所 有 者 等 所 在 地

1 額 1枚昭 37. 10. 26 大星神社 青森市問屋町一
丁目

2 井戸茶碗 1個 37. 10. 26 個　人 ―

3 木彫釈迦牟尼如来坐像 1躯 38. 10. 25 浄満寺
青森市大字油川
字大浜

4 掛軸「見返りの松」 3幅1組 42. 6. 26 蓮心寺
青森市本町一丁
目

5 法華堂茶釜 1個 42. 6. 26 蓮華寺 青森市本町一丁
目

6 狛犬 1対 47. 6. 30 小金山神社 ―

7 木彫阿弥陀如来坐像 1躯 48. 8. 3 清岸寺
青森市大字奥内
字宮田

8 土偶 1個 55. 4. 28 個　人 ―

9 延文二年銘の碑 1基 56. 7. 31 念心寺
青森市大字宮田
字玉水

10 石器土器図絵六曲屏風 1双 58. 11. 21

11 石器図絵屏風・土器図絵
屏風

各半双 58. 11. 21

12 波状文四耳壷 1個 58. 11. 21

13 森山弥七郎供養碑 1基平 3. 8. 20 浄満寺
青森市大字油川
字大浜

14
歩兵第五聯隊第二大隊遭難記念碑
（八甲田山雪中行軍遭難後藤伍長銅
像）

1基 11. 2. 22 青森市
青森市大字駒込
字深沢

15
青森市森林博物館（旧青
森営林局庁舎本館）

1棟 16. 11. 17
青森市柳川二丁
目

16 浪岡八幡宮再興棟札 1枚 16. 12. 21

17 浪岡八幡宮茸替鳥居新造
棟札

1枚 16. 12. 22

18 浪岡八幡宮新造棟札 1枚 16. 12. 23

19 細野雪田家文書 825点 16. 12. 24 個　人 ―

20 小牧野遺跡の縄文後期の
遺物

67点 25. 4. 1

21 小牧野遺跡の続縄文土器 1点 25. 4. 1

22
伝北畠氏墓所（１）
（２） 昭 55. 4. 28 青森市

（１）青森市浪岡大字
北中野字五倫
（２）青森市浪岡大字
北中野字村元

23 幸畑陸軍墓地（多行松77
株を含む）

38. 7. 19 青森市 青森市大字幸畑
字阿部野

24 いちょう 2株 37. 10. 26 宮田町会 ―

25 黒松 1株 42. 6. 26 個　人 ―

26 田代平湿原植物群落 43. 11. 7 青森県 青森市大字駒込
字深沢

27 52. 6. 29 三内稲荷神社 青森市大字三内
字丸山

28 源常林の銀杏 1本 55. 4. 28 青森市
青森市浪岡大字
北中野字沢田

29 いたやかえで 1本平 3. 8. 12 青森市
青森市大字久栗
坂字山辺

30 楊子杉 1本 10. 8. 7 加茂神社 青森市浪岡大字
五本松字羽黒平

31
又八沼に生息するシナイ
モツゴ

12. 10. 31
シナイモツゴ
を守る会

―

32 黒松（三誉の松） 1本 16. 11. 17 青森市
青森市合浦二丁
目

三内稲荷神社の社（黒松4株銀杏1株
針桐1株）

浪岡八幡宮

有形文化財

記
念
物

史跡

史跡天然記念
物

天然記念物

種 別 名 称 及 び 員 数 指定等年月日

青森市

―

青森市浪岡大字
浪岡字林本

青森市柳川二丁
目

個　人

【表 3 市指定文化財一覧】 



 

２．展示施設（15件） 

本市に所在する文化財や歴史に関連する資料を常設展示、あるいは期間を限定して企画

展示している施設は下表のとおりである。 

【表 4 展示施設一覧】  
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施設名 区分 概要

1 三内丸山遺跡
（縄文時遊館：青森県教育庁所管） 歴史・考古学

三内丸山遺跡は、今から約5,500年～4,000年前の縄文時代の大集落跡で、数
多くの建物跡や生活の痕跡が見つかった。また、動物や魚の骨、植物の種子
や花粉から、当時の食生活や自然環境などを具体的に知ることができる貴重
な遺跡であることから、国特別史跡に指定されている。

2 青森市森林博物館 林業、自然環境、
環境保護

自然や森林と人間生活のかかわりを展示した日本初の森と木を考える博物
館。明治41年に青森県産ヒバ材で建築されたルネッサンス様式木造建物の旧
青森営林局庁舎を改修し、昭和57年に博物館として開館した。館内には、映
画「八甲田山」のロケにも使われた明治の雰囲気を残す旧営林局長室が、特
別室とし復元されている。

3 青函連絡船メモリアルシップ八甲田
丸（青函ワールド）

交通史、青函交流

青函連絡船の青森発最終便となった八甲田丸を利用した展示施設。歴史や船
の構造などを、ブリッジやエンジンルーム、鉄道車両を運んだ広い車輌甲板
などの船内で展示。大正時代の海峡文化、昭和初期の駅前市場の様子を再現
した青函ワールドなども展示している。

4
みちのく北方漁船博物館
（公益財団法人みちのく北方漁船博
物館財団）

歴史・民俗文化財

国の重要有形民俗文化財「津軽海峡及び周辺地域のムダマハギ型漁船コレク
ション67隻」をはじめ、木造漁船の収集保存、復元建造のほか、漁具や船具
など関連資料の展示なども行い、人と海との関わりを幅広く紹介する活動を
展開している。

5 青森市文化観光交流施設
（ねぶたの家　ワ・ラッセ） 無形民俗文化財

平成23年1月5日開館。青森ねぶた祭の歴史や魅力を紹介し、ねぶたを体感で
きる施設である。ねぶた祭りで使用した5台の大型ねぶたや、制作者の個性が
発揮されるねぶた面などを展示している。また、歴史コーナーではねぶたの
制作技術や作風、題材の移り変わりなどを知ることができる。

6 青森県立郷土館
（青森県教育庁所管） 総合博物館

青森県の考古・自然・歴史・民俗・産業・人物について展示している総合博
物館。実物展示やジオラマ、映像資料を使って青森県の歴史や文化を解説し
ている。平成15年11月に旧青森銀行本店の部分（郷土館の半分位）が登録有
形文化財に指定された。

7 青森県立美術館
（青森県観光国際戦略局所管） 美術館

三内丸山遺跡近くに位置する美術館。美術だけでなく、演劇、音楽、映画、
文学と多彩なジャンルを扱っている。青森県出身のアーティストの作品を常
設するほか、様々な企画展やワークショップやイベントも開催している。

8 棟方志功記念館
（財団法人　棟方志功記念館） 美術館（版画）

青森市に生まれた世界的な版画家、棟方志功の画業を記念して昭和50年に開
館。志功の作品は「星座の花嫁」、「大和し美し」、「釈迦十大弟子」など
初期から中期の代表作がほとんど収められており、年4回展示替えをしながら
順次紹介。倭画、油画、書など板画以外の作品も展示されている。

9 常田健　土蔵のアトリエ美術館 美術館（絵画） 常時約30点の作品を展示、またアトリエとして使用していた土蔵も公開して
いる。

10
青森県近代文学館
（青森県教育庁所管） 文学史

約12万冊の図書・雑誌、作家の自筆原稿・ノート・日記・書籍などの肉筆資
料、遺品などの貴重な資料を数多く収蔵、展示。太宰治、寺山修司、秋田雨
雀、三浦哲郎、石坂洋次郎など13人の作家や、様々なジャンルの33人の作家
たちの資料についても展示している。

11 青森空襲資料常設展示室
（中央市民センター） 戦争等 第二次世界大戦の際の空襲により大きな被害を受けた青森市の状況を、写真

や当時の物品により展示している。

12 幸畑墓苑
（八甲田山雪中行軍遭難資料館）

戦争等
明治35年旧青森歩兵隊第五連隊第二大隊が、八甲田山中で199名の将兵を失っ
た大惨事を展示。敷地は、幸畑墓苑になっており、八甲田山雪中行軍遭難と
大東亜戦争、日清、日露の戦没者の霊が祀られている。

13
陸上自衛隊広報館
（陸上自衛隊青森駐屯地） 戦争等

明治11年、青森市筒井（現在の青森高校）に歩兵第五聯隊本部兵舎として建
てられ、昭和43年に現在の駐屯地に移築保存された。建物はルネッサンス様
式で建てられ、県内に現存する西洋建築物としては最古級である。内部の展
示室には、八甲田雪中行軍遭難資料を始め、県関連日本軍の貴重な資料が展
示されている。

14 旧青森飛行場関連
（油川市民センター）

戦争等
昭和8年に建設され、戦時下には陸軍に接収された。終戦後は進駐軍が駐留
し、昭和22年に引揚者の開拓地となった。現在は団地、学校・企業などが
入っている。

15 青森市中世の館 歴史 史跡浪岡城跡の発掘調査資料を展示するための施設で、多目的ホールを併設
しており文化財とともに、文化・芸術でも利用されている。

16
青森公立大学　国際芸術センター青
森 芸術

国内外のアーティストを招聘し､一定期間滞在しながら創作活動を行うアー
ティスト・イン・レジデンス・プログラムを中心事業とした施設。アーティ
ストと学生・市民との多様な交流を図る様々な芸術体験の場としても利用さ
れている。



 

３．民俗芸能保存団体（10件） 

地域に古くから伝わる獅子踊（地域によっては獅子舞と呼ぶ）や岩木山お山参詣登山囃

子（以下「登山囃子」という）といった無形民俗文化財である。獅子踊・登山囃子ともに、

本市においても活動に対する支援を継続して実施しているものの、後継者不足によりその

継承が難しい状況にある。 

 団体名   団体名 

１ 青森市油川獅子舞保存会  ６ 若松十六乃会（宮田地区の獅子踊） 

２ 荒川獅子舞保存会  ７ 吉野田獅子踊保存会 

３ 駒込獅子踊保存会  ８ 細越登山囃子保存会 

４ 新城獅子踊保存会  ９ 荒川登山囃子保存会 

５ 高田獅子踊保存会  １０ 浪岡登山囃子保存会 

 

 

４．本市にゆかりのある人物や土地に関連する資料（42件） 
 本市にゆかりのある著名な人物や代表的な建造物の跡地などに関連する資料である。下

表は、人物や跡地などの場所を示した表示板であるが、このような歴史文化的サインは、

由緒ある町名が使用されなくなったり、開発により土地の形状も変化するなどの理由から、

忘れられつつある場所の認知度を高める効果がある。 

 

表示図
番号 氏名・名称 区分 生没年 出生地 ゆかりの地 由来

 1 菊谷　栄 劇作家
明治35年(1902)?
昭和12年(1937) 青森市 青森市大字油川字大浜 生誕の地

 2 イタリア館 ― ― ― 青森市大字油川字浪返
（現：丸敏水産）

イタリア人（ジュセップ・ファブリー）が、イワ
シの缶詰製造のため建設した赤レンガの洋館（事
務所）をイタリア館と呼んだ。

 3 関野　準一郎 版画家 大正3年(1914)? 昭
和63年(1988)

青森市 青森市安方2丁目 生誕の地

 4 菅江　真澄
紀行家、民俗学
者

宝暦4年(1754)? 文
政12年(1829) 愛知県 青森市安方2丁目 参詣の地（善知鳥神社）

 5 青森市安方2丁目 生誕の地（現：善知鳥神社向かい）
 6 青森市新町2丁目 成育の地
 7 青森市松原2丁目 志功総合案内所（棟方志功記念館）

 8 大井　蒼梧 歌人 明治12年(1879)?
昭和12年(1937)

東京都 青森市長島1丁目 幼少時代を過ごした所

 9 進藤庄兵衛正次 津軽藩家老 慶長19年(1614)?
貞享3年(1686) 山形県 青森市長島2丁目 木像を安置し遺徳をしのんだ所（広田神社）

 10 ドン山（青森午砲台） ― ― ― 青森市桂木1丁目
（現：午砲台公園）

号砲を鳴らして市民に正午を知らせた。この大砲
が設置されていた山を“ドン山”と呼んだ。

 11 青森市役所庁舎の変遷 ― ― ― 青森市中央1丁目
（青森市役所）

明治31年(1898)4月1日市制施行。庁舎が現在地と
なったのは昭和22年(1947)である。

 12 橋本　花 画家 明治38年(1905)?
昭和58年(1983) 青森市 青森市橋本2丁目 生誕の地（現：NTT青森支店裏）

 13 太宰　治 作家 明治42年(1909)?
昭和23年(1948) 五所川原市 青森市本町1丁目 旧制県立青森中学校時代に住んでいた所

 14 沢田　教一 写真家
昭和11年(1936)?
昭和45年(1970) 青森市 青森市本町2丁目

幼少時代を過ごした所（現：青森県土地改良会
館）

 15 高木　恭造 詩人
明治36年(1903)?
昭和62年(1987) 青森市 青森市本町2丁目 生誕の地

 16 「青森」発祥の地 ― ― ― 青森市本町2丁目
（現：ノバビル付近）

善知鳥村の浜辺に小高い森があり、古くから舟乗
りたちがこの森を青森と呼んでいたことから命名
されたという。

 17 青森市公会堂 ― ― ― 青森市本町4丁目
（現：青森市しあわせプラザ）

大正天皇の御成婚を祝う記念事業として建設され
た。芥川龍之介やヘレン・ケラー等が講演した。

 18 伊能　忠敬 地理学者、
測量家

延享2年(1745)? 文
政元年(1818)

千葉県 青森市本町5丁目 止泊した所

寺山　修司 詩人、
劇作家

昭和10年(1935)?
昭和58年(1983)

弘前市 青森市青柳2丁目 県立青森高等学校在学中に住んでいた所

福士　幸次郎 詩人 明治22年(1889)?
昭和21年(1946) 弘前市 青森市青柳2丁目 幼少時代を過ごした所

明治36年(1903)?
昭和50年(1975)

青森市
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棟方　志功 版画家

【表6-1 歴史文化的サイン一覧（1）】 

【表 5 民俗芸能保存団体一覧】 
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５．中世城館跡 
 青森市内にある中世の城館跡で、多くは埋蔵文化財包蔵地（遺跡）として登録されてい

るが、中には記録や伝承で城跡とされているものもある。 

【表 7 中世城館跡一覧】  
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表示図
番号 氏名・名称 区分 生没年 出生地 ゆかりの地 由来

 20 北畠　八穂 作家
明治36年(1903)?
昭和57年(1982) 青森市 青森市堤町2丁目 幼少時代を過ごした所

 21 堤川 ― ― ― 青森市（堤川） 横内城の外濠の必要性から開削されたと、記録に
残されている。

 22 松木　満史 画家 明治39年(1906)?
昭和46年(1971) つがる市 青森市栄町1丁目 アトリエを建設した所（現：堤川河畔）

 23 開港守護神・諏訪神社 ― ― ―
青森市栄町1丁目
（諏訪神社）

青森開港奉行が開港守護神として、堤川の中州に
遷座。元禄年間まで青森五社の筆頭核であった。

 24 郡場　寛 植物学者 明治15年(1882)?
昭和32年(1957)

青森市 青森市栄町1丁目 生誕の地（現：東消防署）

 25 青森歩兵第五連隊跡 ― ― ―
青森市桜川8丁目
（現：県立青森高等学校）

八甲田雪中行軍の遭難は、世界の山岳史上でも最
大の惨事であった。

 26 今　純三 画家 明治26年(1893)?
昭和19年(1944) 弘前市 青森市造道1丁目 アトリエを建設した所

 27 秋田　雨雀 戯曲家、
童話作家

明治16年(1883)?
昭和37年(1962)

黒石市 青森市造道2丁目 晩年を過ごした所

 28 阿部　合成 画家 明治43年(1910)?
昭和47年(1972)

青森市 青森市岡造道1丁目 青森明の星高等学校教諭時代に住んでいた所
（現：青森県立中央病院沢田公舎）

 29 篠原　善次郎 市交通部創設者 安政2年(1855)? 昭
和5年(1930)

鹿児島県 青森市八重田1丁目 市交通部を創設

 30 笹森　儀助 政治家（市長） 弘化2年(1845)? 大
正4年(1915)

弘前市 青森市東造道1丁目 私立商業補習夜学校を創設した所（現：青森県立
商業高等学校）

 31 有多宇末井之梯 ― ― ―
青森市大字浅虫字山下
（現：善知鳥崎）

古戦場。大河兼任軍の根拠地であり最後の防戦地
でもあった。

 32 竹久　夢二 画家、詩人 明治17年(1884)?
昭和9年(1934)

岡山県 青森市大字浅虫字蛍谷 投宿した所（現：南部屋）

和田　干蔵 生物学者 明治22年(1889)?
昭和56年(1981) 平川市 （南荒川山国有林） 研究の地（酸ケ湯温泉）

鹿内　辰五郎 山岳案内人 明治13年(1880)?
昭和40年(1965) 青森市 （南荒川山国有林） 活躍の地（酸ケ湯温泉）

大町　桂月 詩人、評論家 明治2年(1869)? 大
正14年(1925)

高知県 （南荒川山国有林） 訪問の地（酸ケ湯温泉）

34 奥州街道の碑 石碑 ― ― 浅虫(浅虫観光ホテル前の緑地前) ―

35 奥州街道の碑 解説板 ― ― 浅虫(浅虫観光ホテル前の緑地前) ―

36 青森県歴史街道の図 石碑 ― ― 安方(青い海公園東側) ―

37 奥州街道終点記念の碑 石碑 ― ― 安方(善知鳥神社前) ―

38 羽州街道の碑 石碑 ― ― 戸門(国道7号) ―

39 羽州街道の碑 解説板 ― ― 戸門(国道7号) ―

40 羽州街道の碑 石碑 ― ― 浪岡(下十川国道7号) ―

41 羽州街道の碑 解説板 ― ― 浪岡(下十川国道7号) ―

 33

【表 6-2 歴史文化的サイン一覧（2）】  

名称 所在地 名称 所在地

1 伝尻八館遺跡 青森市大字後潟字後潟山 18 堤ヶ浦城跡 青森市松原

2 内真部館跡 青森市大字左堰字野田 19 戸崎館跡 青森市大字桑原字山崎

3 湯ノ沢館跡 青森市大字前田字湯の沢 20 後萢蝦夷館跡 青森市大字後萢字外山・字前橋

4 前田蝦夷館跡 青森市大字前田字中野、大字奥内字平塚 21 築木館跡 青森市大字築木館字山ノ井

5 飛鳥山館跡 青森市大字飛鳥字山田 22 宮田館跡 青森市大字宮田字玉水

6 油川城跡 青森市大字西田沢字山辺 23 善知鳥前館跡 青森市大字浅虫字山下

7 土筆山館跡 青森市大字戸門字土筆山 24 浪岡城跡 青森市浪岡大字浪岡字五所ほか

8 戸門城跡 青森市大字戸門字山部 25 源常館 青森市浪岡大字北中野字上沢田

9 新城跡 青森市大字新城字平岡 26 川原館跡 青森市浪岡大字浪岡字浅井

10 三内館跡 青森市大字三内字丸山 27 北畠館 青森市浪岡大字吉内字山下

11 細越館跡 青森市大字細越字栄山 28 吉内館 青森市浪岡大字吉内字山下

12 高田城跡 青森市大字高田字日野 29 本郷館 青森市浪岡大字本郷字柳田

13 高田蝦夷館跡 青森市大字高田字朝日山 30 強清水館 青森市浪岡大字王余魚沢

14 小館跡 青森市大字小館字桜刈 31 王余魚沢館 青森市浪岡大字王余魚沢字村元

15 横内城跡 青森市大字横内字亀井 32 銀館 青森市浪岡大字銀字杉田

16 野尻館跡 青森市大字野尻字野田 33 大釈迦館 青森市浪岡大字大釈迦字前田

17 駒込館跡 青森市大字駒込字桐ノ沢・字月見野



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【図 3 関連文化財群の構造】 

 

構成文化財Ｄ 

構成文化財Ａ 

構成文化財Ｂ 

中核的施設 

構成文化財Ｃ 

第３章 本市の関連文化財群－「まほろば歴史の道」ネットワーク 

 

１．関連文化財群の概念 
本構想では、本市の文化財についての適切な保存と有機的な活用、また、それらを一体

的に保存・活用し、文化財の魅力を高めるとともに、魅力的な形でかつわかりやすく価値

を伝えていくため、有形・無形、指定・未指定を問わず、地域に伝わる文化財および関連

施設を対象に、歴史性や地域性など相互に関連のある一定のまとまりを「関連文化財群」

として整理する。 

  

２．本市の関連文化財群 
 本構想で設定しようとする関連文化財群

は、右図のように、個々の構成文化財が相互

に連関し、その繋がりから、本市の歴史文化

の価値や魅力を見出そうとするものである。 

 また、本市の歴史文化を、より魅力的な形

で、正しくかつ、わかりやすく伝えるための

中核的役割を担う展示施設（以下、中核的施

設）を関連文化財群の中心に位置付け、個々

の構成文化財と有機的な関連性を持たせる

ものである。 

そして第２章で記載した数多くの歴史文化資源を、その特徴、時代区分、地域的な分布

状況などを勘案し、「ねぶた祭りと民俗芸能」「縄文遺跡」「中世の里 浪岡」「青森の歴史」

をキーワードとした４つの「関連文化財群」を設定した。 

 以下、関連文化財群テーマ毎に、その内容を説明する。 

 

（１）ねぶた祭りと民俗芸能に関する文化財群 

〔設定の理由〕 

かつては伝統的な年中行事の一つとして行われていた「ねぶた」の運行も、戦後の合同

運行を経て、現在の大規模な祭りとして変容してきた。また、各地域の民俗行事や神社の

宵宮に際して演じられる獅子踊（舞）や岩木山への登拝の囃子等の民俗芸能も現代に継承

されている。 

 これらの無形民俗文化財を関連文化財群として設定し、各保存団体が連携することで、

継承の難しさや問題解決の手がかりなどの意識が高まるとともに、観光客等に対しても新

たな魅力を提供することができる。 

〔構成文化財（関連施設含む）〕 

ねぶた祭り、地域ねぶた、獅子踊（舞）や登山囃子（表 5の民俗芸能保存団体）等  

〔本市の歴史文化を伝える中核的施設〕 

文化観光交流施設（ねぶたの家 ワ・ラッセ）では、青森ねぶた祭りの歴史を中心とした

展示が行われている。同施設では、ねぶた囃子の体験教室や獅子踊（舞）や登山囃子など

の発表会も実施されている。 
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（２）縄文遺跡に関する文化財群 

〔設定の理由〕 

本市には、国内最大級の縄文集落で狩猟・採集のイメージを大きく変えた特別史跡 三内

丸山遺跡（前期～中期）、全国的にも非常に珍しい立体的でかつ大型の環状列石を主体とす

る史跡 小牧野遺跡（後期）のほか数多くの縄文遺跡が所在している。 

 これらの遺跡と展示施設を関連文化財群として設定することにより、当時の気候変動に

よる縄文中期の大型集落の崩壊、分散した集落の中で成立した環状列石の社会的背景など、

長期間にわたり継続してきた縄文文化の変遷を具体的に理解することができる。 

〔構成文化財（関連施設含む）〕 

三内丸山遺跡（遺物は縄文時遊館に展示）、小牧野遺跡（遺物の一部は森林博物館に展示）、

このほか大浦遺跡や山野峠遺跡などの縄文遺跡から出土した遺物等（遺物の一部は県立郷

土館に展示。保管は埋蔵文化財整理作業場） 

〔本市の歴史文化を伝える中核的施設〕 

 三内丸山遺跡縄文時遊館や森林博物館内の小牧野遺跡展示室は、それぞれの遺跡を中心

とした展示であり、県立郷土館は青森県内の遺跡を取り扱った展示内容となっている。 

 このため、これまでに市内の発掘調査で発見された数多くの貴重な遺物は、公開されて

いない状況にある。 

 

（３）中世の里 浪岡に関する文化財群 

〔設定の理由〕 

中世の城跡である史跡 浪岡城は、室町時代（15世紀中頃）に、浪岡北畠氏によって築城

され、1578年に大浦（津軽）為信に攻められ、落城した遺跡である。 

 浪岡城を中心として、この遺跡からの出土遺物を展示している中世の館、周辺に位置す

る伝北畠墓所などの歴史文化資源を関連文化財群として設定することにより、「中世の里 

浪岡」としての歴史や文化的な魅力を高める効果が生み出される。 

〔構成文化財（関連施設含む）〕 

浪岡城跡（遺物は中世の館）、伝北畠墓所、高屋敷館遺跡、このほか表 7の浪岡地区に所

在する中世城館跡など。 

〔本市の歴史文化を伝える中核的施設〕 

中世の館において、浪岡城跡の発掘調査で出土した武具類や生活用具、縄文時代から現

代までの遺物や絵図などを展示している。また、文化ホール等を備えた複合施設でもあり、

芸術・文化・歴史の鑑賞、及び市民の交流の場として利用されている。 

 

（４）青森の歴史に関する文化財群 

〔設定の理由〕 

「青森」は、藩政時代に、港の開港とともに計画的にまちづくりが行われ、港を中心と

した交通や流通、人々が営んできた生活・生業など、特色ある歴史文化が育まれ、現在の

「青森市」へと発展してきた。 

 このため長い時間の中で生まれた歴史文化資源は、生活や生業に関わる有形民俗文化財、

青函連絡船八甲田丸を代表とする交通産業遺産など、種類も多様で膨大である。 

 このため、これらの歴史文化遺産を一つの関連文化財群として設定し、空間的・時間的
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な繋がりを明確にすることにより、わかりやすい形で、その魅力を伝えることができる。 

〔構成文化財（関連施設含む）〕 

旧稽古館資料（展示施設なし。保管は文化財等収蔵庫：旧戸門小）、交通産業遺産（八甲

田丸・みちのく北方漁船博物館）、幸畑墓苑（八甲田山雪中行軍遭難資料館）、青森空襲資

料常設展示室（中央市民センター）、旧青森飛行場関連（油川市民センター）、青森県立郷

土館、棟方志功記念館、このほか表 6の人物等に関連する資料や表 7の中世城館跡など。 

〔本市の歴史文化を伝える中核的施設〕 

青函連絡船 八甲田丸内の青函ワールド、みちのく北方漁船博物館、八甲田山雪中行軍遭

難資料館など、それぞれのテーマで展示した施設はあるものの、本市の歴史を総合的に紹

介した展示施設はない。 

 また、旧稽古館資料等の有形民俗文化財、市史編さん室収集資料などの貴重な資料につ

いても、展示施設が無いため、公開していない状況にある。 

 

３．「まほろば歴史の道」ネットワーク 
この構想の趣旨を踏まえ、地域社会全体で保護・継承を考え、地域の歴史文化資源をよ

り身近に感じてもらう機会の創出のためには、まずは、これらの関連文化財群ごとに、保

存・活用を担う中核的施設を位置づけ、この中核的施設とその他関連施設や構成文化財と

の有機的な活用・連携を図ることが重要である。さらに、この関連文化財群内での活用・

連携を踏まえながら、４つの関連文化財群相互の有機的な連携を図ることにより、市の歴

史や文化を物語る文化財全体の多面的な活用につなげていくことが求められる。 

本市では、この文化財全体のネットワークを、“「まほろば歴史の道」ネットワーク”と

して位置付け、ネットワーク構築のため、ハード・ソフト両面での取組みを推進するもの

である。 
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【小牧野遺跡】  



 

 
 

【図 4 「まほろば歴史の道」ネットワークの概念】 
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第４章 保存・活用計画と推進体制 

 

第 1 章で定めた基本方針、第 2 章の本市の歴史文化資源を踏まえ、第 3 章で設定した関

連文化財群の整理を基に、本市の歴史文化資源の適切な保存及び効果的な活用を推進する

ため、以下の１～４の項目を設定した。各項目には、現状と課題を明示し、その上で必要

とする取組内容を記載した。また、各項目の取組みを推進していくための体制についても

記載した。 

 

１．歴史文化資源の適切な保存管理 
〔現状と課題〕 

本市が所有する有形民俗資料については、旧稽古館で収集した資料が青森市文化財等収

蔵庫（旧戸門小学校）、市収集資料が青森市中央市民センターの地下倉庫において、それぞ

れ保管しており、総合的な保存・活用を図るためには一括管理が望ましい。 

遺跡の発掘調査で出土した遺物については、現在、青森市埋蔵文化財整理作業場など複

数の施設で保管している。現在の整理作業場は、老朽化が著しく、作業や出土遺物の保管

場所が不足していることから、これらの課題に対応するための施設の確保が急務となって

いる。また、市史編さん室が収集した貴重な絵図や文献等を適切な環境で保存を図る必要

がある。 

〔取組内容〕 

①中央市民センターの民俗資料について文化財等収蔵庫への保管を検討する。 

②旧栄山小学校を新たな埋蔵文化財整理作業場として改修し、作業環境の改善を図るとと

もに、出土遺物の保管場所の確保を図る。 

③市史編さん室収集資料について文化財等収蔵庫への保管を検討する。 

 

２．本市の歴史文化の理解に必要な展示施設の整備 
〔現状と課題〕 

 本市には、遺跡の発掘調査で出土した土器・石器などの遺物や、現在、文化財資料等収

蔵庫に保管されている約５万点の旧稽古館資料、市史編さん資料など数多くの資料が保管

されている。これらの中には学術的価値が高いものも数多く含まれているものの、展示す

る施設が整備されていないことから、公開の要望が多数寄せられている。 

〔取組内容〕 

①旧稽古館資料や漁船関係資料、発掘調査で出土した遺物、市史編さん室収集資料等の展

示・活用を図るため、みちのく北方漁船博物館を取得後に改修し、「（仮称）あおもり 北

のまほろば歴史館」として整備する。また、小・中学校の社会科や総合的な学習を視野に

入れ、本市の歴史を総合的に、わかりやすい形での展示内容とする。 

②小牧野遺跡を中心に、本市の縄文遺跡から出土した遺物を網羅的に展示するとともに、

小牧野遺跡及び縄文文化の価値を伝える拠点施設として旧野沢小学校を改修し、「（仮称）

小牧野遺跡保護センター」を整備する。展示にあたっては、縄文時代の世界観を、子ども

からお年寄りまで理解できるような内容とする。 
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③これらの整備と併せて、各既存施設での展示状況を把握し、より効果的な公開が図られ

るよう、展示の配置計画を見直すものとする。 

 
 
３．情報発信の充実と施設間の連携 
〔現状と課題〕 

 全国的な傾向として、少子高齢化や国内の旅行者数が減少傾向にあることや、本市では、

交通の拠点としての都市機能を活かした通年での誘客などの課題を抱えている。このため、

市としては、これまで取組んできた地域間の広域的な連携や食をはじめとする文化、温泉

などの観光資源の充実を図るとともに、本構想の「まほろば歴史の道」ネットワークを新

たな観光資源として加え魅力を高める必要がある。 

〔取組内容〕 

①パンフレット及びインターネット、看板展示など多様な情報媒体の活用や歴史の道をテ

ーマとしたモデルコースの充実などを図る。 

②本市の主要な文化・観光施設における各種イベント・企画展等の連携を進めるとともに、

既存の施設と併せ新たに整備する施設も対象に共通チケット制の導入等を検討し、より効

果的な情報発信と誘客活動を進める。 

 

４．公共交通等の利便性向上の促進 
〔現状と課題〕 

歴史文化資源のうち、遺跡や建造物などは、現在整備されている鉄道や路線バスの利便

性が悪い地点に所在するものも少なくない。また、現在は市内を周回する観光ルートバス

が限定的に運行されているが、この運行コースにも該当しない施設が多数ある。 

〔取組内容〕 

①各公共交通等の利便性を高めるため、鉄道及び路線バス、タクシーなどとの連携強化や、

路線バス間の乗り継ぎに向けたバス待ち環境の改善を図るとともに、歴史文化資源を意識

した運行コース等の設定についての検討を進める。 

②運行コースの設定については、市全体の歴史文化資源や関連文化財群ごとのコースなど、

ニーズを把握しながら検討する。 

③各施設を見学するための最新の交通手段情報（路線バス等の時刻・金額、タクシーの所

要時間・金額等）を把握し、観光情報センター等へ情報の提供とともに、市民はもとより

観光客からのニーズに即した対応など態勢の構築に努める。 

 

５．推進体制の充実 
本構想の推進に当たっては、新総合計画をはじめとする各種計画との整合を図っていく

ほか、関係部局と各施設による緊密な連携のもと、適正な進行管理を実施する。 

また、歴史文化資源を後世に継承し、有機的な活用を図るためには、地域全体での取り

組みが必要であり、行政のみならず市民、各種団体などの連携協力が不可欠である。その

ため、地域住民、文化財保護やガイドを担う民間団体などとの連携のほか、専門的分野に

おける大学等の協力を得ながら取り組みを推進していく。 
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「まほろば歴史の道」ネットワーク構想検討会議設置要項 
 
（設置） 
第１条 本市の歴史に関する学習機会の充実と、歴史をテーマとした誘客促進を
図ることを目的とした、（仮称）「まほろば歴史の道」ネットワーク構想（以下「ネ
ットワーク構想」という。）の策定のため、「まほろば歴史の道」ネットワーク構
想検討会議（以下「検討会議」という。）を設置する。 
（検討事項） 
第２条 検討会議の検討事項は、次のとおりとする。 
（１）ネットワーク構想の策定に関すること 
（２）その他必要な事項 
（検討組織） 
第３条 検討会議は、副市長、市長公室長、経済部長、都市整備部長、教育部長
を委員として構成する。 
２ 検討会議に委員長及び副委員長を置く。 
３ 委員長は、副市長をもって充て、副委員長は市長公室長をもって充てる。 
（検討会議） 
第４条 委員長は、検討会議を招集し、会議を主宰する。 
２ 委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、副委員長がその職務を代
理する。 
３ 検討会議は、必要に応じて委員以外の者を会議に出席させ、意見を聞くこと

ができる。 
（幹事会の設置） 
第５条 検討会議に第２条に係る事項を調査検討させるため幹事会を置く。 
２ 幹事会は、市長公室市民政策課長、経済部観光課長、都市整備部交通政策課

長、教育委員会事務局文化財課長を幹事として構成する。 
３ 幹事会は、検討会議の命を受け、必要な事項を調査検討し、検討会議に報告
する。 
４ 幹事会は、必要に応じて幹事以外の者を会議に出席させ、意見を聞くことが

できる。 
（幹事会の運営） 
第６条 幹事会に座長及び副座長を置く。 
２ 座長は教育委員会事務局文化財課長を持って充て、副座長は市長公室市民政

策課長をもって充てる。 
３ 幹事会は座長が招集する。 
（事務局） 
第７条 検討会議の事務局は、教育委員会事務局文化財課に置く。 
（任期） 
第８条 検討会議委員及び幹事の任期は、要項の施行時から（仮称）「まほろば歴
史の道」ネットワーク構想の策定時までとする。 
（補足） 
第９条 この要項に定めるもののほか、検討会議の運営に関し必要な事項は、委
員長が別に定める。 
（附則） 
 この要項は、平成２５年９月１２日から施行する。 

 



遺跡番号 遺跡名称 ふりがな 所在地 時代

201-001 山野峠遺跡 さんのとうげいせき 青森市野内字浦島、矢田字牧
原 縄文（後)

201-002 長森遺跡 ながもりいせき 青森市矢田字山野井 縄文（晩)

201-003 築木舘岩瀬遺跡 つきのきだていわせいせき 青森市築木舘字岩瀬 縄文（前・晩)・平安

201-004 築木舘布引遺跡 つきのきだてぬのびきいせき 青森市築木舘字布引 縄文（前・中・後)

201-005 戸山遺跡 とやまいせき 青森市戸山字赤坂、赤坂一丁目 縄文・平安

201-006 玉清水（１）遺跡 たましみず（１）いせき 青森市駒込字月見野 縄文（晩)

201-007 玉清水（２）遺跡 たましみず（２）いせき 青森市駒込字月見野 縄文

201-008 玉清水（３）遺跡 たましみず（３）いせき 青森市駒込字月見野 縄文（前)

201-009 月見野霊園遺跡 つきみのれいえんいせき 青森市駒込字月見野 平安

201-010 月見野（１）遺跡 つきみの（１）いせき 青森市駒込字蛍沢 縄文

201-011 浪館（１）遺跡 なみだて（１）いせき 青森市三内字丸山 縄文（前)

201-012 浪館（２）遺跡 なみだて（２）いせき 青森市浪館字平岡 縄文（中・晩)

201-013 細越遺跡 ほそごえいせき 青森市細越字種元 縄文（晩)

201-014 安田近野（１）遺跡 やすだちかの（１）いせき 青森市安田字稲森（俗称　水
天宮） 縄文（後)

201-015 安田（１）遺跡 やすだ（１）いせき 青森市安田字近野 縄文（前)

201-016 安田（２）遺跡 やすだ（２）いせき 青森市安田字近野 縄文（前・後)・弥生・平
安

201-018 三内霊園遺跡 さんないれいえんいせき 青森市三内字沢部 縄文（前・中)

201-019 三内遺跡 さんないいせき 青森市三内字丸山 縄文（前・中・後)・平安

201-021 三内丸山遺跡 さんないまるやまいせき 青森市安田字近野、青森市三
内字丸山 縄文（中)

201-022 戸崎館遺跡 とざきだていせき 青森市大字桑原字山崎、戸崎
字宮井、諏訪沢字山辺 中世

201-023 岡町（１）遺跡 おかまち（１）いせき 青森市新城字天田内 縄文

201-024 天田内（１）遺跡 あまだない（１）いせき 青森市新城字天田内 縄文・平安

201-025 入内遺跡 にゅうないいせき 青森市入内字駒田 縄文

201-026 尻八館跡 しりはちだてあと 青森市後潟字後潟山、六枚橋
字六枚橋山 中世(南北朝時代)

201-027 磯部遺跡 いそべいせき 青森市四戸橋字磯部 縄文・平安

201-028 四ツ石（１）遺跡 よついし（１）いせき 青森市四ﾂ石字里見 縄文（中・後)・平安

201-029 大科支線口遺跡 おおしなしせんぐちいせき 青森市内真部字山下（俗称、
支線口） 縄文・平安

201-030 山城遺跡 やましろいせき 青森市六枚橋字山越 縄文

201-031 後潟（１）遺跡 うしろがた（１）いせき 青森市四戸橋字磯部 縄文

201-032 不浪知遺跡 なみしらずいせき 青森市六枚橋字不浪知 平安・中世

201-033 田沢森遺跡 たざわもりいせき 青森市西田沢字山辺 縄文（後)

201-034 野木和（１）遺跡 のぎわ（１）いせき 青森市羽白字野木和 縄文

201-035 野木和公園遺跡 のぎわこうえんいせき 青森市羽白字野木和 縄文（晩)

201-036 油川城跡 あぶらかわじょうあと 青森市西田沢字山辺 縄文・平安・中世

201-037 西田沢（１）遺跡 にしたざわ（１）いせき 青森市飛鳥字塩越、西田沢字沖津 平安

201-038 大堤遺跡 おおつつみいせき 青森市飛鳥字山田 縄文（前・後)・平安

201-039 山辺遺跡 やまべいせき 青森市飛鳥字塩越、字岸田 平安

201-040 内真部（１）遺跡 うちまんぺ（１）いせき 青森市内真部字山下 縄文（前・後)・奈良・平
安

201-041 築木館遺跡 つきのきだていせき 青森市築木館字山の井 平安

201-042 沢山（１）遺跡 さわやま（１）いせき 青森市駒込字字月見野 縄文（晩)

201-043 沢山（２）遺跡 さわやま（２）いせき 青森市沢山字平野 縄文・平安・中世

201-044 沢山（３）遺跡 さわやま（３）いせき 青森市沢山字平野 平安

201-045 稲山（１）遺跡 いなやま（１）いせき 青森市諏訪沢字野田 縄文（前・後)

201-046 桑原遺跡 くわばらいせき 青森市桑原字山崎 縄文

201-047 後范遺跡 うしろやちいせき 青森市後范字外山、字久堅 縄文・平安

201-048 駒込館遺跡 こまごめだていせき 青森市駒込字桐ノ沢 平安

【表１　遺跡（埋蔵文化財包蔵地）一覧表】
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遺跡番号 遺跡名称 ふりがな 所在地 時代

201-049 山の井遺跡 やまのいいせき 青森市築木館字山の井 縄文

201-050 阿部野（１）遺跡 あべの（１）いせき 青森市幸畑字阿部野 縄文・奈良・平安

201-051 沢田遺跡 さわだいせき 青森市造道三丁目 平安

201-052 孫内遺跡 まごないいせき 青森市孫内字山科 縄文（後・晩)

201-053 赤坂遺跡 あかさかいせき 青森市赤坂二丁目 平安

201-054 梨ノ木平遺跡 なしのきたいいせき 青森市駒込字深沢 縄文（晩)

201-055 熊沢遺跡 くまのさわいせき 青森市岩渡字熊沢 縄文

201-056 石江遺跡 いしえいせき 青森市石江字平山 縄文（前)

201-057 蛍沢遺跡 ほたるざわいせき 青森市赤坂四丁目 縄文（早・前・後)・弥
生・平安

201-058 佃遺跡 つくだいせき 青森市松森字佃 平安

201-059 小柳遺跡 こやなぎいせき
青森市小柳一丁目、二丁目、
岡造道一丁目、二丁目、三丁
目

平安

201-060 野内遺跡 のないいせき 青森市野内字菊川 縄文（晩）

201-061 露草遺跡 つゆくさいせき 青森市八重田三丁目 平安

201-062 西高校遺跡 にしこうこういせき 青森市新城字平岡 弥生・平安

201-063 大浦遺跡 おおうらいせき 青森市野内字浦島 縄文（前・中・後・晩)・
弥生・平安

201-064 三内沢部（１）遺跡 さんないさわべ（１）いせき 青森市三内字沢部 縄文（早)

201-065 近野遺跡 ちかのいせき 青森市安田字近野、三内字丸
山 縄文（中)

201-066 細越館遺跡 ほそごえだていせき 青森市細越字栄山 平安

201-067 新城平岡（１）遺跡 しんじょうひらおか（１）い
せき 青森市新城字平岡 縄文

201-068 梨ノ木平牧場遺跡 なしのきだいらぼくじょうい
せき 青森市駒込字深沢 縄文（後)

201-069 新城平岡（２）遺跡 しんじょうひらおか（２）い
せき 青森市新城字平岡 縄文（後)・平安

201-070 高間（１）遺跡 たかま（１）いせき 青森市石江字高間 縄文（前・中・後)・平
安・近世・近代

201-074 新城平岡（４）遺跡 しんじょうひらおか（４）い
せき 青森市新城字平岡 縄文（前・中・後)・平

安・近世・近代

201-075 高間（６）遺跡 たかま（６）いせき 青森市石江字高間 縄文（中・後)・平安・近
世

201-076 岡部遺跡 おかべいせき 青森市石江字岡部 縄文

201-078 新田（１）遺跡 にった（１）いせき 青森市新田字忍 縄文（早・前・中・後)・
平安・中世・近世・近代

201-079 新城平岡（５）遺跡 しんじょうひらおか（５）い
せき 青森市新城字平岡 平安

201-080 新田（２）遺跡 にった（２）いせき 青森市新田字忍 平安

201-082 岡町（２）遺跡 おかまち（２）いせき 青森市新城字天田内 縄文（前・後)・平安

201-083 岡町（３）遺跡 おかまち（３）いせき 青森市新城字天田内 縄文（後)・平安

201-084 岡町（４）遺跡 おかまち（４）いせき 青森市岡町字宮本 縄文（後)・平安

201-085 岡町（５）遺跡 おかまち（５）いせき 青森市羽白字野木和、字富田 縄文（前・後)・平安

201-086 岡町（６）遺跡 おかまち（６）いせき 青森市羽白字野木和、字富田 縄文（前・後)・平安

201-087 岡町（７）遺跡 おかまち（７）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（前・後)・平安

201-088 岡町（８）遺跡 おかまち（８）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（後)・平安

201-089 岡町（９）遺跡 おかまち（９）いせき 青森市岡町字宮本 縄文（前・後)・平安

201-090 野木和（２）遺跡 のぎわ（２）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（前・後)

201-091 野木和（３）遺跡 のぎわ（３）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（後)・平安

201-092 野木和（４）遺跡 のぎわ（４）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（前・後)

201-093 野木和（５）遺跡 のぎわ（５）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（後・晩)

201-094 野木和（６）遺跡 のぎわ（６）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（早・後)

201-095 野木和（７）遺跡 のぎわ（７）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（後)

201-096 野木和（８）遺跡 のぎわ（８）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（後)・平安
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201-097 野木和（９）遺跡 のぎわ（９）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（前・後)

201-098 野木和（１０）遺跡 のぎわ（１０）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（前・後)・平安

201-099 野木和（１１）遺跡 のぎわ（１１）いせき 青森市羽白字野木和 中世

201-100 西田沢（２）遺跡 にしたざわ（２）いせき 青森市西田沢字山辺 縄文・平安

201-101 西田沢（３）遺跡 にしたざわ（３）いせき 青森市西田沢字山辺 平安

201-102 西田沢（４）遺跡 にしたざわ（４）いせき 青森市西田沢字山辺 縄文（前・後)

201-103 西田沢（５）遺跡 にしたざわ（５）いせき 青森市西田沢字山辺 縄文（後)・平安

201-104 夏井田（１）遺跡 なついだ（１）いせき 青森市西田沢字沖津、飛鳥字
塩越 縄文（前)・平安

201-105 夏井田（2）遺跡 なついだ（２）いせき 青森市西田沢字山辺 縄文（前・後)

201-106 夏井田（３）遺跡 なついだ（３）いせき 青森市西田沢字沖津 縄文（前・後)

201-107 夏井田（４）遺跡 なついだ（４）いせき 青森市西田沢字沖津 縄文（前・後)・平安

201-108 夏井田（５）遺跡 なついだ（５）いせき 青森市西田沢字沖津 縄文（前・後)・平安

201-109 夏井田（６）遺跡 なついだ（６）いせき 青森市西田沢字沖津 縄文

201-111 夏井田（８）遺跡 なついだ（８）いせき 青森市飛鳥字塩越 縄文（前)・平安

201-112 夏井田（９）遺跡 なついだ（９）いせき 青森市飛鳥字塩越 縄文・平安

201-113 飛鳥（１）遺跡 あすか（１）いせき 青森市飛鳥字塩越 縄文

201-114 飛鳥（２）遺跡 あすか（２）いせき 青森市飛鳥字塩越、字岸田 縄文（前・中・後)・平安

201-115 飛鳥（３）遺跡 あすか（３）いせき 青森市飛鳥字塩越、字岸田 近世

201-116 飛鳥（４）遺跡 あすか（４）いせき 青森市飛鳥字山田 縄文（後)・平安

201-117 瀬戸子（１）遺跡 せとし（１）いせき 青森市瀬戸子字神田、字磯田 縄文（後)・平安

201-118 瀬戸子（２）遺跡 せとし（２）いせき 青森市瀬戸子字神田、字磯田 縄文（後)・近世

201-119 瀬戸子（３）遺跡 せとし（３）いせき 青森市瀬戸子字神田、字磯田 縄文・平安

201-120 瀬戸子（４）遺跡 せとし（４）いせき 青森市瀬戸子字神田、字磯田 縄文（前)

201-121 瀬戸子（５）遺跡 せとし（５）いせき 青森市瀬戸子字神田、字磯田 縄文（後)・平安

201-122 前田（１）遺跡 まえだ（１）いせき 青森市奥内字宮田 縄文

201-123 前田（２）遺跡 まえだ（２）いせき 青森市奥内字宮田 縄文（後)・平安

201-124 前田（３）遺跡 まえだ（３）いせき 青森市奥内字宮田 縄文・平安

201-125 前田（４）遺跡 まえだ（４）いせき 青森市奥内字宮田 縄文（後)・平安

201-126 前田（５）遺跡 まえだ（５）いせき 青森市奥内字宮田 平安

201-127 前田（６）遺跡 まえだ（６）いせき 青森市奥内字平塚 縄文（前)・平安

201-128 前田（７）遺跡 まえだ（７）いせき 青森市前田字中野 平安

201-129 前田蝦夷館遺跡 まえだえぞだていせき 青森市前田字中野、奥内字平塚 平安

201-130 内真部（２）遺跡 うちまんぺ（２）いせき 青森市前田字湯の沢 縄文（前)・平安

201-131 内真部（３）遺跡 うちまんぺ（３）いせき 青森市清水字成見 平安

201-132 内真部（４）遺跡 うちまんぺ（４）いせき 青森市清水字生田 平安

201-133 内真部（５）遺跡 うちまんぺ（５）いせき 青森市内真部字山下 縄文・平安

201-134 内真部（６）遺跡 うちまんぺ（６）いせき 青森市内真部字山下 縄文・平安

201-135 内真部（７）遺跡 うちまんぺ（７）いせき 青森市内真部字山下 平安

201-136 小橋（１）遺跡 こばし（１）いせき 青森市左堰字大科 縄文・平安

201-137 小橋（２）遺跡 こばし（２）いせき 青森市左堰字大科 縄文（前)・平安

201-138 小橋（３）遺跡 こばし（３）いせき 青森市左堰字大科 平安

201-139 小橋（４）遺跡 こばし（４）いせき 青森市六枚橋字山越 縄文（前)・平安

201-140 小橋（５）遺跡 こばし（５）いせき 青森市小橋字福田 縄文・平安

201-141 小橋（６）遺跡 こばし（６）いせき 青森市六枚橋字山越 平安

201-142 後潟（２）遺跡 うしろがた（２）いせき 青森市六枚橋字六枚橋山 縄文・平安

201-143 後潟（３）遺跡 うしろがた（３）いせき 青森市六枚橋字六枚橋山 平安

201-144 後潟（４）遺跡 うしろがた（４）いせき 青森市六枚橋字六枚橋山 縄文
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201-145 後潟（５）遺跡 うしろがた（５）いせき 青森市後潟字後潟山 縄文（前)

201-146 四戸橋（１）遺跡 しとばし（１）いせき 青森市後潟字後潟山 縄文（後)

201-147 四戸橋（２）遺跡 しとばし（２）いせき 青森市後潟字後潟山 縄文（後)・平安

201-148 四戸橋（３）遺跡 しとばし（３）いせき 青森市四戸橋字富田 縄文（前)

201-149 四戸橋（４）遺跡 しとばし（４）いせき 青森市四戸橋字磯部 縄文（前・後)

201-150 後潟（６）遺跡 うしろがた（６）いせき 青森市四戸橋字磯部 縄文（前)

201-151 後潟（７）遺跡 うしろがた（７）いせき 青森市四戸橋字富田 縄文（前・後)

201-152 後潟（８）遺跡 うしろがた（８）いせき 青森市四戸橋字磯部 縄文（前)・平安

201-153 後潟（９）遺跡 うしろがた（９）いせき 青森市後潟字後潟山 縄文（前・後)

201-154 後潟（１０）遺跡 うしろがた（１０）いせき 青森市後潟字後潟山 縄文（前・後)

201-155 後潟（１１）遺跡 うしろがた（１１）いせき 青森市六枚橋字六枚橋山 平安

201-156 後潟（１２）遺跡 うしろがた（１２）いせき 青森市後潟字後潟山 縄文（前)

201-157 後潟（13）遺跡 うしろがた（１３）いせき 青森市六枚橋字六枚橋山 平安

201-158 内真部（８）遺跡 うちまんぺ（８）いせき 青森市清水字生田 縄文（後)

201-159 内真部館遺跡 うちまんぺだていせき 青森市左堰字野田 平安

201-160 田茂木野遺跡 たもぎのいせき 青森市幸畑字阿部野 縄文（晩)

201-161 新町野遺跡 しんまちのいせき 青森市新町野字菅谷 縄文（前・後)・平安

201-162 三内沢部（２）遺跡 さんないさわべ（２）いせき 青森市三内字沢部 縄文（中)

201-163 江渡遺跡 えといせき 青森市石江字江渡 縄文（前・中・後)・弥生
（前)・平安・近代

201-164 横内（１）遺跡 よこうち（１）いせき 青森市合子沢字山崎 縄文（前)

201-165 朝日山（１）遺跡 あさひやま（１）いせき 青森市高田字朝日山 平安

201-166 新城山田（１）遺跡 しんじょうやまだ（１）いせ
き 青森市新城字山田 縄文（晩)・平安

201-167 新城跡 しんじょうあと 青森市新城字平岡 中世

201-168 土筆山館遺跡 つくしやまだていせき 青森市戸門字土筆山 中世

201-169 戸門館遺跡 とかどだていせき 青森市戸門字山部 中世

201-170 高田城跡 たかだじょうあと 青森市高田字日野 中世

201-171 高田蝦夷館遺跡 たかだえぞだてあと 青森市高田字朝日山 中世

201-172 小館遺跡 こだていせき 青森市小館字桜刈 中世

201-173 野尻館遺跡 のじりだていせき 青森市野尻字野田 中世

201-174 横内城跡 よこうちじょうあと 青森市横内字亀井 縄文・奈良・平安・中世

201-175 多宇末井館遺跡 たうまいだていせき 青森市浅虫字山下 中世(室町)

201-176 小牧野遺跡 こまきのいせき 青森市野沢字小牧野 縄文（前・中・後・晩)・
弥生・平安

201-177 羽白沢田（１）遺跡 はじろさわだ（１）いせき 青森市羽白字沢田 縄文・平安

201-178 羽白沢田（２）遺跡 はじろさわだ（２）いせき 青森市羽白字沢田 縄文

201-179 野木和（１２）遺跡 のぎわ（１２）いせき 青森市羽白字野木和 縄文

201-180 野木和（１３）遺跡 のぎわ（１３）いせき 青森市羽白字野木和 縄文

201-181 野木和（１４）遺跡 のぎわ（１４）いせき 青森市羽白字野木和 縄文

201-183 野木和（１６）遺跡 のぎわ（１６）いせき 青森市羽白字野木和 縄文・平安

201-184 宮本（１）遺跡 みやもと（１）いせき 青森市岡町字宮本 縄文

201-185 宮本（２）遺跡 みやもと（２）いせき 青森市岡町字宮本 縄文（前・晩)

201-186 山吹（１）遺跡 やまぶき（１）いせき 青森市大別内字山吹 縄文（中)

201-187 山吹（２）遺跡 やまぶき（２）いせき 青森市大別内字山吹 縄文

201-188 山吹（３）遺跡 やまぶき（３）いせき 青森市大別内字山吹 縄文

201-189 玉水（１）遺跡 たまみず（１）いせき 青森市宮田字玉水 縄文・平安

201-190 宮田館遺跡 みやただていせき 青森市宮田字玉水 縄文（前・中・後)・弥
生・平安・中世・近世

201-191 牛蒡畑遺跡 ごぼうばたけいせき 青森市諏訪沢字山辺 縄文（中)・弥生・平安

201-192 月見野（２）遺跡 つきみの（２）いせき 青森市駒込字蛍沢 縄文

201-193 土筆山遺跡 つくしやまいせき 青森市戸門字土筆山 縄文

201-194 四ツ石（２）遺跡 よついし（２）いせき 青森市四ツ石字里見 縄文（中・後)
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201-195 野木和（１７）遺跡 のぎわ（１７）いせき 青森市羽白字野木和 縄文

201-196 野木和（１８）遺跡 のぎわ（１８）いせき 青森市羽白字野木和 縄文

201-197 朝日山（２）遺跡 あさひやま（２）いせき 青森市高田字朝日山 縄文・平安

201-198 朝日山（３）遺跡 あさひやま（３）いせき 青森市高田字朝日山 縄文・平安

201-199 雲谷山吹（１）遺跡 もややまぶき（１）いせき 青森市雲谷字山吹 縄文（後)

201-200 久栗坂浜田（１）遺
跡

くぐりざかはまだ（１）いせ
き 青森市久栗坂字浜田 縄文（晩)

201-201 久栗坂浜田（２）遺
跡

くぐりざかはまだ（２）いせ
き 青森市久栗坂字浜田 縄文（中)

201-202 宮田山下遺跡 みやたやましたいせき 青森市宮田字山下、滝沢字住
吉 縄文（前)

201-203 新城山田（２）遺跡 しんじょうやまだ（２）いせ
き 青森市新城字山田 縄文

201-204 飛鳥山館跡 あすかやまだてあと 青森市飛鳥字山田 中世

201-206 横内（２）遺跡 よこうち（２）いせき 青森市合子沢字山崎 縄文

201-207 桜峯（１）遺跡 さくらみね（１）いせき 青森市横内字桜峰 縄文（前・中・後)

201-208 桜峯（２）遺跡 さくらみね（２）いせき 青森市横内字桜峰、字亀井 縄文（前・中・後)

201-209 鏡山遺跡 かがみやまいせき 青森市横内字鏡山 縄文（前・中・後)

201-210 野木（１）遺跡 のぎ（１）いせき 青森市野木字山口、野木字野
尻、合子沢字松森 縄文・平安

201-211 栄山（１）遺跡 さかえやま（１）いせき 青森市細越字栄山 平安

201-212 栄山（２）遺跡 さかえやま（２）いせき 青森市細越字栄山、高田字朝
日山 縄文（前)・平安

201-213 栄山（３）遺跡 さかえやま（３）いせき 青森市細越字栄山 縄文（前・後)・弥生・平
安

201-214 栄山（４）遺跡 さかえやま（４）いせき 青森市細越字栄山 平安

201-215 四ツ石（３）遺跡 よついし（３）いせき 青森市四ツ石字里見 縄文

201-216 野木沢田遺跡 のぎさわだいせき 青森市野木字沢田 平安

201-217 葛野（１）遺跡 くずの（１）いせき 青森市大別内字葛野 縄文・平安

201-218 葛野（２）遺跡 くずの（２）いせき 青森市大別内字葛野 縄文・弥生・平安

201-219 阿部野（２）遺跡 あべの（２）いせき 青森市幸畑字阿部野 平安

201-220 阿部野（３）遺跡 あべの（３）いせき 青森市幸畑字阿部野 平安

201-221 月見野（３）遺跡 つきみの（３）いせき 青森市駒込字月見野 縄文（後)・平安

201-222 朝日山（４）遺跡 あさひやま（４）いせき 青森市高田字朝日山 平安

201-223 朝日山（５）遺跡 あさひやま（５）いせき 青森市高田字朝日山 平安

201-224 前田（８）遺跡 まえだ（８）いせき 青森市奥内字宮田 縄文

201-225 湯ノ沢館遺跡 ゆのさわだていせき 青森市前田字湯の沢 中世

201-226 小橋（７）遺跡 こばし（７）いせき 青森市左堰字大科 縄文

201-227 天田内（２）遺跡 あまだない（２）いせき 青森市新城字天田内 縄文

201-228 天田内（３）遺跡 あまだない（３）いせき 青森市新城字天田内 縄文・平安

201-229 菖蒲沢（１）遺跡 しょうぶさわ（１）いせき 青森市矢田字菖蒲沢、字山野
井 縄文（後)

201-230 菖蒲沢（２）遺跡 しょうぶさわ（２）いせき 青森市矢田字菖蒲沢 縄文（晩)

201-231 宮田米山遺跡 みやたよねやまいせき 青森市宮田字米山 縄文

201-232 諏訪沢山辺遺跡 すわのさわやまべいせき 青森市諏訪沢字山辺 縄文

201-233 深沢（１）遺跡 ふかざわ（１）いせき 青森市駒込字深沢 縄文（後)

201-234 深沢（２）遺跡 ふかざわ（２）いせき 青森市駒込字深沢 縄文（前・後)

201-235 月見野（４）遺跡 つきみの（４）いせき 青森市駒込字月見野 縄文（後)

201-236 大矢沢里見遺跡 おおやさわさとみいせき 青森市大矢沢字里見 縄文

201-237 山吹（４）遺跡 やまぶき（４）いせき 青森市大別内字山吹 縄文・平安

201-238 川瀬遺跡 かわせいせき 青森市高田字川瀬 平安

201-239 三内沢部（３）遺跡 さんないさわべ（３）いせき 青森市三内字沢部 縄文・平安

201-240 三内沢部（４）遺跡 さんないさわべ（４）いせき 青森市三内字沢部 平安

201-241 新城平岡（３）遺跡 しんじょうひらおか（３）い
せき 青森市新城字平岡 平安

201-242 亀山（１）遺跡 かめやま（１）いせき 青森市小館字亀山 縄文（後・晩)
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201-243 亀山（２）遺跡 かめやま（２）いせき 青森市小館字亀山 縄文（前・中)

201-244 亀山（３）遺跡 かめやま（３）いせき 青森市小館字亀山 縄文（晩)

201-245 桜苅（１）遺跡 さくらがり（１）いせき 青森市小館字桜刈 縄文（前・中・後)

201-246 合子沢山崎（１）遺
跡

ごうしざわやまざき（１）い
せき 青森市合子沢字山崎 縄文

201-247 雲谷山崎遺跡 もややまざきいせき 青森市雲谷字山崎 縄文・平安

201-248 三内丸山（３）遺跡 さんないまるやま（３）いせ
き 青森市三内字丸山 平安

201-250 三内丸山（５）遺跡 さんないまるやま（５）いせ
き 青森市三内字丸山 縄文（中・晩)

201-251 西田沢（６）遺跡 にしたざわ（６）いせき 青森市西田沢字山辺 縄文

201-252 西田沢（７）遺跡 にしたざわ（７）いせき 青森市西田沢字山辺 縄文

201-253 天田内（４）遺跡 あまだない（４）いせき 青森市新城字天田内 縄文

201-254 新城山田（３）遺跡 しんじょうやまだ（３）いせ
き 青森市新城字山田 平安

201-255 二股（１）遺跡 ふたまた（１）いせき 青森市岩渡字熊沢 縄文

201-256 二股（２）遺跡 ふたまた（２）いせき 青森市岩渡字熊沢 縄文

201-257 朝日山（６）遺跡 あさひやま（６）いせき 青森市高田字朝日山 平安

201-258 朝日山（７）遺跡 あさひやま（７）いせき 青森市高田字朝日山 平安

201-259 桜苅（２）遺跡 さくらがり（２）いせき 青森市小館字桜刈 縄文

201-260 野木（２）遺跡 のぎ（２）いせき 青森市小畑沢字小杉 縄文

201-261 合子沢松森（１）遺
跡

ごうしざわまつもり（１）い
せき 青森市合子沢字松森 縄文

201-262 合子沢松森（２）遺
跡

ごうしざわまつもり（２）い
せき 青森市合子沢字松森 縄文（早・前・後)・平安

201-263 雲谷山吹（２）遺跡 もややまぶき（２）いせき 青森市雲谷字山吹 縄文

201-264 月見野（５）遺跡 つきみの（５）いせき 青森市駒込字月見野、月見野一丁目 縄文

201-265 扇沢遺跡 おうぎさわいせき 青森市三本木字扇沢 縄文

201-266 新城山田（４）遺跡 しんじょうやまだ（４）いせ
き 青森市新城字山田 縄文（中・晩)・平安

201-267 新城山田（５）遺跡 しんじょうやまだ（５）いせ
き 青森市新城字山田 平安

201-270 新城山田（８）遺跡 しんじょうやまだ（８）いせ
き 青森市新城字山田 平安

201-271 山口遺跡 やまぐちいせき 青森市野木字山口、合子沢字
松森、小畑沢字小杉 縄文（前・後)

201-272 鈴森（１）遺跡 すずもり（１）いせき 青森市野内字鈴森 縄文（後)

201-273 鈴森（２）遺跡 すずもり（２）いせき 青森市野内字鈴森 縄文（後)・近世

201-275 米山（１）遺跡 よねやま（１）いせき 青森市宮田字米山 縄文（中・晩)・平安

201-276 米山（２）遺跡 よねやま（２）いせき 青森市宮田字米山 縄文（前・中・後・晩)・
弥生・平安・中世

201-277 山下遺跡 やましたいせき 青森市宮田字山下、玉水 縄文（中・後・晩)・平
安・中世

201-279 玉水（３）遺跡 たまみず（３）いせき 青森市宮田字玉水 縄文（中・後)・平安

201-280 玉水（４）遺跡 たまみず（４）いせき 青森市宮田字玉水、大字馬屋
尻字小金沢 縄文（前・中)

201-281 上野尻遺跡 かみのじりいせき 青森市矢田字上野尻、宮田字
米山

縄文（前・中・後・晩)・
平安・中世

201-282 三内丸山（６）遺跡 さんないまるやま（６）いせ
き 青森市三内字丸山 縄文（中・後)

201-283 野尻野田遺跡 のじりのだいせき 青森市野尻字野田 平安

201-284 横内猿沢遺跡 よこうちさるさわいせき 青森市横内字猿沢 平安

201-285 雲谷山吹（３）遺跡 もややまぶき（３）いせき 青森市雲谷字山吹 縄文

201-286 月見野（６）遺跡 つきみの（６）いせき 青森市駒込字深沢 縄文

201-287 岩渡小谷（１）遺跡 いわたりこたに（１）いせき
青森市岩渡字小谷（陸上自衛
隊青森駐屯地、岩渡演習場
内）

縄文（前)・平安

201-288 沢山平野（１）遺跡 さわやまひらの（１）いせき 青森市沢山字平野 縄文（前・中・晩)
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201-289 沢山平野（２）遺跡 さわやまひらの（２）いせき 青森市沢山字平野 縄文（前・中・晩)・平安

201-290 野木山口遺跡 のぎやまぐちいせき 青森市野木字山口 平安

201-292 大矢沢野田遺跡 おおやさわのだいせき 青森市大矢沢字野田、幸畑１
丁目

縄文（早・前・中・後)・
平安

201-293 横内（３）遺跡 よこうち（３）いせき 青森市横内字亀井 平安

201-294 諏訪沢丸山遺跡 すわのさわまるやまいせき 青森市諏訪沢字丸山 縄文・平安

201-295 見吉遺跡 みよしいせき 青森市駒込字蛍沢 平安

201-296 桑原稲荷神社遺跡 くわばらいなりじんじゃいせ
き 青森市桑原字稲葉 平安

201-297 内真部（９）遺跡 うちまんぺ（９）いせき 青森市内真部字岸田 平安

201-298 野木和（１９）遺跡 のぎわ（１９）いせき 青森市羽白字野木和 縄文（前)

201-299 三本木遺跡 さんぼんぎいせき 青森市三本木字川崎 縄文（後)・平安

201-300 岩渡小谷（２）遺跡 いわたりこたに（２）いせき 青森市岩渡字小谷（陸上自衛
隊青森駐屯地小谷演習場内） 縄文・平安

201-301 岩渡小谷（３）遺跡 いわたりこたに（３）いせき 青森市岩渡字小谷（陸上自衛
隊青森駐屯地小谷演習場内） 縄文（前)

201-302 岩渡小谷（４）遺跡 いわたりこたに（４）いせき 青森市岩渡字小谷（陸上自衛
隊青森岩渡演習場内） 縄文（前)

201-303 雲谷山吹（４）遺跡 もややまぶき（４）いせき 青森市合子沢字山崎 縄文（中・晩)・近代

201-304 雲谷山吹（５）遺跡 もややまぶき（５）いせき 青森市合子沢字山崎 縄文（後・晩)・平安

201-305 雲谷山吹（６）遺跡 もややまぶき（６）いせき 青森市合子沢字山崎 縄文（後)・平安

201-306 雲谷山吹（７）遺跡 もややまぶき（７）いせき 青森市合子沢字山崎 縄文（前)・平安

201-308 葛野（３）遺跡 くずの（３）いせき 青森市大別内字葛野 縄文・弥生・平安・中世

201-309 安田近野（２）遺跡 やすだちかの（２）いせき 青森市安田字近野 縄文（前)

201-310 雲谷山吹（８）遺跡 もややまぶき（８）いせき 青森市雲谷字山吹 縄文（中・後)

201-311 深沢（３）遺跡 ふかざわ（３）いせき 青森市駒込字深沢 縄文（前・中・後・晩)・
平安

201-312 合子沢松森（３）遺
跡

ごうしざわまつもり（３）い
せき 青森市合子沢字松森 平安

201-313 新城山田（９）遺跡 しんじょうやまだ（９）いせ
き 青森市新城字山田 縄文

201-314 稲山（２）遺跡 いなやま（２）いせき 青森市諏訪沢字山辺 縄文（後)

201-315 三内丸山（８）遺跡 さんないまるやま（８）いせ
き 青森市三内字丸山45-13ほか 縄文・平安

201-316 湯ノ島遺跡 ゆのしまいせき 青森市浅虫字蛍谷 縄文・平安

201-317 桑原（２）遺跡 くわばら（２）いせき 青森市桑原字山崎 縄文（前・後)

201-318 内長沢遺跡 うちながさわいせき 青森市細越字内長沢 縄文（前・後)

201-319 小牧野（２）遺跡 こまきの（２）いせき 青森市野沢字小牧野 縄文（前)

201-320 菊川遺跡 きくかわいせき 青森市野内字菊川 平安

201-321 三内丸山（9）遺跡 さんないまるやま（９）いせ
き

青森市大字三内字丸山393-29
外 縄文（中・晩)・平安

201-322 大谷小谷遺跡 おおたにこたにいせき 青森市大字大谷字小谷 縄文（後・晩)・平安

201-323 新城平岡（６）遺跡 しんじょうひらおか（６）い
せき 青森市新城字平岡 縄文

201-324 岡町（１０）遺跡 おかまち（１０）いせき 青森市岡町字宮本 平安

201-325 玉水（５）遺跡 たまみず（５）いせき 青森市宮田字玉水 縄文（中)

201-326 山城溜池遺跡 やましろためいけいせき 青森市六枚橋字山越 縄文・平安・中世・近
世・近代

201-327 合子沢松森（４）遺
跡

ごうしざわまつもり（４）い
せき 青森市合子沢字松森 縄文（中)

201-328 早稲田舘遺跡 わせだだていせき 青森市浪岡大字徳才子字早稲
田45の1 平安

201-329 大堤沢遺跡 おおつつみさわいせき 青森市浪岡大字長沼字南藤巻 縄文（後・晩)・平安

201-330 高屋敷館遺跡 たかやしきだていせき 青森市浪岡大字高屋敷字野尻 平安

201-331 下下平遺跡 しもしたたいいせき 青森市浪岡大字浪岡大字吉野
田字鎧沢、荷腰沢 縄文（後)・平安
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201-332 旭（１）遺跡 あさひ（１）いせき 青森市浪岡大字吉野田字木戸口 平安

201-333 旭（２）遺跡 あさひ（２）いせき 青森市浪岡大字吉野田字鎧沢 平安

201-334 中平遺跡 なかだいいせき 青森市浪岡大字吉野田字平野 縄文（後)・平安

201-335 浪岡蛍沢遺跡 なみおかほたるざわいせき 青森市浪岡大字吉野田字蛍沢 縄文（前)

201-336 熊沢溜池遺跡 くまざわためいけいせき 青森市浪岡大字吉野田字熊沢 平安

201-337 永原遺跡 えいばらいせき 青森市浪岡大字郷山前字永原 縄文（前・後)

201-338 上野遺跡 うえのいせき 青森市浪岡大字樽沢字村元
301-2 平安・中世・近世

201-339 神明宮遺跡 しんめいぐういせき 青森市浪岡大字銀字杉田 縄文（前)・平安

201-340 山神宮遺跡 やまがみぐういせき 青森市浪岡大字樽沢字村元４ 縄文

201-341 長溜池遺跡 ながためいけいせき 青森市浪岡大字女鹿沢字平野
ほか

縄文（中・後)・弥生・平
安・中世・近世

201-342 大林遺跡 おおばやしいせき 青森市浪岡大字銀字杉田５９
ほか 縄文・平安

201-343 大沼遺跡 おおぬまいせき 青森市浪岡大字下十川字大沼
袋地内 平安

201-344 羽黒平（１）遺跡 はぐろたい（１）いせき 青森市浪岡大字五本松字羽黒
平３７-２他 縄文・弥生・平安

201-345 羽黒平（２）遺跡 はぐろたい（２）いせき 青森市浪岡大字五本松羽黒平 縄文（晩)・平安・中世

201-346 羽黒平（３）遺跡 はぐろたい（３）いせき 青森市浪岡大字五本松字羽黒
平１０-１　ほか 縄文（晩)・平安・中世

201-347 浪岡城跡 なみおかじょうあと 青森市浪岡大字浪岡字五所、
浪岡字前田 平安・中世・近世

201-348 加茂神社遺跡 かもじんじゃいせき 青森市浪岡大字五本松字松本
４０ほか 縄文（後)・平安

201-349 沖林遺跡 おきばやしいせき 青森市浪岡大字北中野 平安

201-350 浪岡崎（１）遺跡 なみおかざき（１）いせき 青森市浪岡大字北中野字天王
１１６ 縄文

201-351 浪岡崎（２）遺跡 なみおかざき（２）いせき 青森市浪岡大字北中野字天王 縄文（晩)

201-352 松山寺遺跡 まつやまでらいせき 青森市浪岡大字五本松字羽黒
平、同、野脇４８　ほか

縄文（中・後)・平安・中
世

201-353 松山遺跡 まつやまいせき 青森市浪岡大字五本松字野脇 縄文（中・後・晩)・平
安・中世

201-354 源常平遺跡 げんじょうたいいせき 青森市浪岡大字北中野字上沢
田86-2　外

縄文（中・後・晩)・平
安・中世・近世

201-355 天狗平遺跡 てんぐたいいせき 青森市浪岡大字北中野字上沢
田 縄文（中・後)・中世

201-356 王余魚沢（１）遺跡 かれいざわ（１）いせき 青森市浪岡大字王余魚沢字王
余魚沢 縄文（後・晩)

201-357 王余魚沢（２）遺跡 かれいざわ（２）いせき 青森市浪岡大字王余魚沢 縄文（後・晩)

201-358 王余魚沢（３）遺跡 かれいざわ（３）いせき 青森市浪岡大字王余魚沢字村
元 縄文（後・晩)・平安

201-359 屋形森遺跡 やかたもりいせき 青森市浪岡大字王余魚沢字屋
形森１ 平安・中世

201-360 正平寺遺跡 しょうへいじいせき 青森市浪岡大字相沢猿沢 縄文（晩)

201-361 細野遺跡 ほそのいせき 青森市浪岡大字細野字宮元１
-１、２他 縄文（早・晩)

201-362 春日社遺跡 かすがしゃいせき 青森市浪岡大字北中野字沢田
１２９　１１０の２ 縄文（後)

201-363 桃里（１）遺跡 ももさと（１）いせき 青森市市浪岡大字北中野字桃
里 平安

201-364 博奕打ヶ沢遺跡 ばくちうちがさわいせき 青森市浪岡大字吉内字博奕
打ヶ沢１の６ 縄文・平安

201-365 杉ノ沢遺跡 すぎのさわいせき 青森市浪岡大字吉内字杉ノ沢
４の９７ほか 縄文（後)・平安

201-366 吉内遺跡 きちないいせき 青森市浪岡大字吉内字山下１
１９～１２５　地内ほか 縄文・弥生・平安

201-367 中屋敷遺跡 なかやしきいせき 青森市浪岡大字吉内字山下１
０１ほか 縄文（後・晩)・平安
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201-368 篠原遺跡 しのはらいせき 青森市浪岡大字本郷字篠原 縄文（後)・弥生（後)

201-369 田ノ沢遺跡 たのさわいせき 青森市浪岡大字本郷字田ノ沢
１２２～１５４ 縄文（中・後)・平安

201-370 本郷遺跡 ほんごういせき 青森市浪岡大字本郷字柳田 縄文

201-371 松元遺跡 まつもといせき 青森市浪岡大字本郷字松元 縄文（前・中・後)・平安

201-372 本郷八幡宮遺跡 ほんごうはちまんぐういせき 青森市浪岡大字本郷字松元７
４ほか 縄文（中・後)・平安

201-373 牧ノ沢遺跡 まきのさわいせき 青森市浪岡大字本郷字牧ノ沢 縄文（早・中・晩)

201-374 王田舘遺跡 わだだていせき 青森市浪岡大字北中野字桃里 平安

201-375 大釈迦館 だいしゃかだて 青森市浪岡大字大釈迦字前田 中世

201-376 山本遺跡 やまもといせき 青森市浪岡大字徳才子字山本
１０７-２他 平安

201-377 川原館遺跡 かわはらだていせき 青森市浪岡大字浪岡字浅井 平安・中世

201-378 銀館遺跡 しろがねだていせき 青森市浪岡大字銀字杉田 中世

201-379 北畠館 きたばたけだて 青森市浪岡大字吉内字山下
外 中世(館跡)

201-380 強清水館 こわしみずだて 青森市浪岡大字王余魚沢字村
元 中世

201-381 山元（１）遺跡 やまもと（１）いせき 青森市浪岡大字杉沢字山元 縄文・平安

201-382 山元（２）遺跡 やまもと（２）いせき 青森市浪岡大字杉沢字山元 平安

201-383 山元（３）遺跡 やまもと（３）いせき 青森市浪岡大字杉沢字山元 縄文・平安

201-384 平野遺跡 ひらのいせき 青森市浪岡大字五本松字平野
２０７－６５、外

縄文（後・晩)・弥生・平
安

201-385 杉田遺跡 すぎたいせき 青森市浪岡大字銀字杉田 平安

201-386 寺屋敷平遺跡 てらやしきたいいせき 青森市浪岡大字吉野田字荷越
沢 平安

201-387 野尻（１）遺跡 のじり（１）いせき 青森市浪岡大字高屋敷字野尻
１０５-７、１０８外 縄文・弥生・平安

201-388 野尻（２）遺跡 のじり（２）いせき 青森市浪岡大字高屋敷字野尻
５５-２、９８-５２ 縄文・平安

201-389 野尻（３）遺跡 のじり（３）いせき 青森市浪岡大字高屋敷字野尻 平安・中世・近世

201-390 野尻（４）遺跡 のじり（４）いせき 青森市浪岡大字高屋敷字野尻
９-４外 奈良・平安

201-391 杉沢山元（４）遺跡 すぎさわやまもと（４）いせ
き 青森市浪岡大字杉沢字山元 中世

201-392 小板橋溜池東遺跡 こいたばしためいけひがしい
せき 青森市浪岡大字杉沢字小板橋 縄文・平安

201-393 小板橋溜池西遺跡 こいたばしためいけにしいせ
き 青森市浪岡大字杉沢字小板橋 平安

201-394 板橋野山遺跡 いたばしのやまいせき 青森市浪岡大字長沼字大沢、
杉沢字板橋野山 平安

201-395 宮元遺跡 みやもといせき 青森市浪岡大字増館字宮元地
内 平安

201-396 本郷館遺跡 ほんごうだていせき 青森市浪岡大字本郷字柳田 平安

201-397 樽沢上野遺跡 たるさわうわのいせき 青森市浪岡大字樽沢字上野１
０の１外 縄文・平安

201-398 郷山前村元遺跡 ごうさんまえむらもといせき 青森市浪岡大字郷山前字村元 平安

201-399 下石川平野遺跡 しもいしかわひらのいせき 青森市浪岡大字下石川字平野 縄文（中)・平安

201-400 浪岡城遺跡 なみおかじょういせき 青森市浪岡大字浪岡字前田 平安・中世・近世

201-401 岡本遺跡 おかもといせき 青森市浪岡大字五本松字岡本 平安・中世・近世

201-402 片子都谷森遺跡 かたことやもりいせき 青森市浪岡大字王余魚沢字片
子都谷森 縄文（中・後)

201-403 細野大沢（１）遺跡 ほそのおおさわ（１）いせき 青森市浪岡大字細野字大沢 縄文
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遺跡番号 遺跡名称 ふりがな 所在地 時代

201-404 細野大沢（２）遺跡 ほそのおおさわ（２）いせき 青森市市浪岡大字細野字大沢 縄文（後)・平安

201-405 細野大沢（３）遺跡 ほそのおおさわ（３）いせき 青森市浪岡大字細野字大沢 縄文（後)

201-406 相沢長沢遺跡 あいざわながさわいせき 青森市浪岡大字相沢字長沢 縄文・中世

201-407 桃里（２）遺跡 ももさと（２）いせき 青森市浪岡大字北中野字桃里 縄文（後)・平安

201-408 杉ノ沢（２）遺跡 すぎのさわ（２）いせき 青森市浪岡大字吉内字杉ノ沢 縄文（後)

201-409 杉ノ沢（３）遺跡 すぎのさわ（３）いせき 青森市浪岡大字吉内字杉ノ沢 縄文

201-410 女鹿沢遺跡 めがさわいせき 青森市浪岡大字女鹿沢字東早
稲田、字稲本 平安

201-411 銀前田遺跡 しろがねまえだいせき 青森市浪岡大字銀字前田 平安

201-412 樽沢村元遺跡 たるさわむらもといせき 青森市浪岡大字樽沢字村元 縄文・平安

201-413 杉沢板橋野山遺跡 すぎさわいたばしのやまいせ
き

青森市浪岡大字杉沢字板橋野
山 縄文（中・後)・平安

201-414 岡田遺跡 おかだいせき 青森市浪岡大字下石川字岡田 平安

201-415 西増田遺跡 にしますだいせき 青森市浪岡大字女鹿沢字西増
田 縄文・平安

201-416 大沼袋遺跡 おおぬまぶくろいせき 青森市浪岡大字下十川字大沼
袋 平安

201-417 社元遺跡 しゃもといせき 青森市浪岡大字高屋敷字社
元、大字長沼字小沢 平安

201-418 四ツ石（４）遺跡 よついし（４）いせき 青森市四ツ石字里見 縄文（中)

201-419 葛野（４）遺跡 くずの（４）いせき 青森市大別内字葛野 平安

201-420 合子沢山崎（２）遺
跡

ごうしざわやまざき（２）い
せき 青森市合子沢字山崎 縄文（後)

201-421 四戸橋富田遺跡 しとばしとみたいせき 青森市四戸橋字富田259、260 縄文（後)

201-422 新城平岡（７）遺跡 しんじょうひらおか（７）い
せき 青森市新城字平岡 縄文（後)・平安

201-423 吉野田平野遺跡 よしのだひらのいせき 青森市浪岡大字吉野田平野、
熊沢地内 平安

201-424 天王遺跡 てんのういせき 青森市浪岡大字北中野字天王 平安

201-425 扇田遺跡 おうぎだいせき 青森市浪岡大字下十川字扇田 平安

201-426 葛野（５）遺跡 くずの（５）いせき 青森市大字大別内字葛野 縄文・平安

201-427 伊吹遺跡 いぶきいせき 青森市大字金浜字伊吹 縄文・平安

201-428 中道遺跡 なかみちいせき 青森市浪岡大字北中野字中道 平安

201-429 東早稲田遺跡 ひがしわせだいせき 青森市浪岡大字女鹿沢字東早
稲田 平安
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施設名 住所 概要

1
リンクステーションホール青森
（青森市文化会館）展示室

青森市堤町1-14-1 絵画やオブジェ等様々な展覧会の会場で、誰でも利用可能。

2 青森市民美術館 青森市新町2-7-1
美術作品の展示や観賞の機会を提供するために設置された施設
で、絵画や写真、書道、工芸品等様々な分野の展示会が開かれ
ている。

3 青森市民ホールギャラリー 青森市柳川1-2-14
市が開催している事業で、市民の方々が展示している作品を鑑
賞できる。

4
古川市民センター「関野凖一
郎」版画常設展

青森市古川3-7-14
市が所蔵している関野凖一郎の作品600点から、定期的に展示
替えをしながら公開している常設展示施設。

5
道の駅　ゆ～さ浅虫
ギャラリー

青森市浅虫字蛍谷
341-19

市出身作家の美術品を中心に常時展示しいている。

6 浪岡交流センターあぴねす
青森市浪岡大字浪
岡字細田6-1-20

様々な交流や活動の拠点として、浪岡の地域情報や魅力を発信
している。また、市民の作品を展示できる。

7 ギャラリー　NOVITA 青森市新町1-11-15 青森市の中心商店街にあるギャラリー。

8 Midori Art Center（MAC） 青森市古川3-16-9
現代アートに特化した20㎡程度の小さなアートスペース、ギャ
ラリー。展覧会やレクチャー、イベントなどを不定期で開催し
ている。

9 空間実験室 青森市古川2-19-18 古川を拠点井活動するアートプロジェクト。

10 河辺の画廊　木々（もくもく） 青森市松森1-3-12 堤川と駒込川の合流地点に面した版画常設館。

11 おきなや佃店 青森市中佃2-22-6 和菓子屋の中にあるギャラリー。

12 ギャラリー　青森美術 青森市浪打1-18-11 昭和50年創業。新作を含めた展示は毎月入買えしている。

13 青森中三８Ｆ　美術工芸サロン 青森市新町1-7-1 陶磁器、茶道具、絵画、書、クラフトなどを展示販売。

14
さくら野青森店４Ｆ　美術工芸
サロン

青森市新町1-13-2
絵画、版画、陶磁器、ガラス工芸、漆芸、アンティークなどを
展示販売。

15 ブラックボックス 青森市古川1-14-3
旧青森松竹会館を改築した施設で、コンサートやライブ、作品
の展示などができる多目的ホールがある。

16 新城中学校　白樺美術館
青森市新城字平岡
160-10

多目的ホール内に、生徒作品や市所蔵作品、国立療養所松丘保
養園所蔵作品などを展示する。

【表２】アートスペース一覧表
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